
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上野西部地区 令和 2年 2月末 人口 3,153人 

世帯数 1,475(男 1,531 女 1,622 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

3月 11日、上野西部地区市民センターにて

自治会特別部会が開催されました。買い物支

援について協議し、買物送迎バスを運営して

いるNPO法人ゆいの里と話し合いを進める

ことを決定しました。又実際にバスを希望さ

れる方がどの町にどの程度おられるのかを

把握する為アンケート（締切り 3月 30日）

を実施することも決定されました。 

利用可能対象者は基本 65歳以上の方です。

週 1 回のバス運行で行先はマックスバリュ上

野小田店になります。運行の曜日はゆいの里

との協議になります。（現在では未定）尚、今

回の申込者を対象にもう 1 度具体的なアンケ

ートを行い 6 月頃からのスタートを目指すこ

とになりました。 

 

 

 

2月 21日、上野天神祭の鬼・だんじり行列

の運営団体である上野文化美術保存会の理

事会が上野西部地区市民センターにて開催

されました。 

まず平成 31 年度鬼・だんじり行事保存継承

交付金の配分について説明があり、続いて令

和2年度の予算について協議し原案通り承認

されました。 

その次の議題の文化財保護事業中小修理事

業についてはもう既に各町からの申請金額

合計が 2年度のみならず 3年度の分の予算額

をも超えている状態が説明され今後追加も

あることから3年度以降の修理事業継続が心

配であるとの説明がありました。 

旧崇広堂 

津幡の藩校有造館の支校として

1821年に建てられた。全国的に

も数少ない藩校遺構です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月より 市民センターの体制が変わります。 

伊賀市全域の市民センターの体制が変更されることになりました。市民センター運営を担当していた 3名

の嘱託職員が 会計年度任用職員となり〇市民センター職員が 2名 〇開庁時間が 9：00～17：00 〇勤務

時間は 7時間となりました。これに伴い本来市民センター業務でなかった、自治協議会・自治会など別団体

への業務協力が行えなくなりました。今後は自治協議会・自治会などの団体は、個々主体的に行うこととな

ります。今後の対応については自治協議会内で検討されていますが、役員・部会員の協力をお願いすること

になります。また〇公民館職員は社会教育推進員 1名が公民館活動の補助的業務を行うこととなります。  

 

 

 

 

 

  

  

                     

 

  

2 月 22 日(土)人権地区懇談会が三之町通り 4 町(相生

町・紺屋町・三之西・徳居町)の主催で西部市民センタ

ーにて開催されました。講師の伊賀市人権生活環部 

人権政策課 赤木修さんが「みんなちがう みんなお

なじ」を演題にデスカッションを交えながら講演され

ました。自分の感情を「当然」「あたりまえ」と思い込

まず、同じ事柄でも人によって見方、感じ方、考え方

が違う事を理解しお互いが認め合い、尊重しあう大切

さを解りやすく話されました。 

地震で停電が起こったなら、ブレーカーを落とすことで積極的に各家庭への電気

の供給を断つことが望ましいのは、すでに説明いたしました。通電火災の予防のた

めでした。 

停電から復帰したならば、各家庭のブレーカーを復帰させることになります。そ

の際、ガス漏れのないことを事前に十分に確認してください。 

ブレーカーは漏電を検出して給電を止める能力があります。ですから、ブレーカ

ーを復帰させようとしてもそれが出来ない場合があります。これは、どこかで漏電

が起こっていることを示します。 

停電の間に電気器具のスイッチを切りコンセントも抜いておいたはずですが、こ

れらの器具をつながない状態のままであってもブレーカーが復帰できないことがあ

ります。この時は、家の中の配電系やつなぎっぱなしになっている機器に漏電が起

こっている可能性があります。専門家による診断・対処が必要です。電気器具をコ

ンセントにつなぎ、スイッチを入れた時にブレーカーが落ちたなら、その器具で漏

電が起こっています。その機器の使用は避けましょう。 

 

 

13 停電からの復帰 

2 月 23 日(日) 親子お囃子教室が上野中町集議所で

開催されました。集まった 11 組の親子は中町の囃子

方の手を借りて、摺鉦や締め太鼓を順に体験。中町筋

に、天神祭の祇園囃子が流れました。 

 


